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IBMハイブリッドデータマネージメント製品

オペレーション処理からAI・分析まで多様なワークロードと、オンプレミス／クラウド／ハイブリッドク
ラウドといった様々な稼働環境に対応する包括的な製品群を提供しています。OEMパートナーシップによ
り製品群の更なる拡充を進めています。

Climb the AI Ladder

Collect

Organize

Analyze

Infuse 

Collect

– Data virtualization

– Provision SQL and 

NoSQL databases

– Event ingestion

– Streaming Analytics

– Apache Spark

Organize

– Data transformation

– Data quality and classification

– Policies and rules

– Data cataloging

– Self-service discovery & search

Analyze and Infuse

– Business reporting

– Data science and visualization

– AI lifecycle automation

– AI Apps

– Industry accelerators 

App Developers and SREs| Business Partners | Data Engineers | Data Stewards | Data Scientists | Business Users

Extensible: APIs, partner ecosystem, accelerators, and solutions

Integrated User Experience

Core services – User access management

– Security contexts and RBAC

– Volume management

– Monitoring and metering

– Service provisioning

– Operators

– Diagnostics

– Backup and migrate

Collect Analyze and InfuseOrganize

OEM Partners – Manage ALL YOUR DATA no matter where it lives

IBM Cloud Hyperconverged

Private Cloud Systems
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IBM & EnterpriseDB ストラテジックパートナーアナウンスメント

EDB Postgres Enterprise with IBM はエンタープライズ・スケール
のデータ・ニーズ向けに特化された、OSSベースの統合 SQL リレーショ
ナル・データベース・ソリューションを提供します。

IBM Data and AI Forum 2019 10/22 にて正式発表

IBM Cloud Databases for EnterpriseDBを2020/7/6に発表

発表レター : https://www-01.ibm.com/common/ssi/ShowDoc.wss?docURL=/common/ssi/rep_ca/8/760/JAJPJP20-0608/index.html&request_locale=ja
EDB Blog : https://www.enterprisedb.com/ja/blog/enterprisedb-announces-new-multi-year-partnership-ibm

IBM Cloud News : https://www.ibm.com/blogs/solutions/jp-ja/ibm-cloud-databases-for-enterprisedb/

https://www-01.ibm.com/common/ssi/ShowDoc.wss?docURL=/common/ssi/rep_ca/8/760/JAJPJP20-0608/index.html&request_locale=ja
https://www.enterprisedb.com/ja/blog/enterprisedb-announces-new-multi-year-partnership-ibm
https://www.ibm.com/blogs/solutions/jp-ja/ibm-cloud-databases-for-enterprisedb/
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Gartner 2020 MQ for Cloud DBMS

https://www.ibm.com/blogs/solutions/jp-ja/ibm-is-named-a-leader-in-gartners-2020-magic-quadrant-for-cloud-database-management-systems/

https://www.gartner.com/doc/reprints?id=1-24N9N25B&ct=201123&st=sb

すべてのデータ(構造化、非構
造化、SQL、NoSQL、イベン
ト、IoT、ブロックチェーン、
データレイク)をサポート

グローバル規模のハイブリッ
ドクラウドとエンタープライ
ズ・セキュリティー

AI基盤 (Cloud Pak for Data) 
上に統合されたデータベース
とAIサービス

ガートナー社「2020 Magic Quadrant for Cloud 
Database Management Systems」においてIBMはリー
ダーの1社として評価されました。

https://www.ibm.com/blogs/solutions/jp-ja/ibm-is-named-a-leader-in-gartners-2020-magic-quadrant-for-cloud-database-management-systems/
https://www.gartner.com/doc/reprints?id=1-24N9N25B&ct=201123&st=sb
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IBM Cloud Databases for EnterpriseDBの特徴

フルマネージドサービス
(構築、運用負荷削減)

エンタープライズ
セキュリティ& モニタリング

柔軟な拡張性
(CPU/RAM/DISK)

高可用性(SLA99.99%)
マルチゾーン構成

コスト削減
(構築・運用保守)

Postgres SQL
Oracle DB移行容易性
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IBM Cloud Databases for EnterpriseDB (ICD EDB) のユースケース例

拡張性／俊敏性／セキュリティ機能に優れる ICD EDB を開発から本番の
各フェーズで活用することができます。オペレーショナル処理だけでなく
分析用途でもご利用いただけます。

アプリケーション開発
• 迅速なアプリ開発環境の提供が可能
• データベース環境の追加/削除が容易

アプリケーションテスト
• 機能テスト/統合テストにて複数同時に必要

となるアプリ/データベース環境の早期提供

本番オペレーショナル処理
• 専有コアによるシングルテナント
• IBMプライベート・ネットワーク経由の通信
• Source IP Filtering
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アーキテクチャと高可用性

IBM Cloud Object Storage (クロス・リージョナル)

FollowerLeaderFollower

Customer 1
Namespace

Customer 2
Namespace

Kubernetes cluster within a IBM Cloud Region

Availability Zone 
B

Availability Zone 
C

Availability Zone 
A

バックアップ

Streaming replication Streaming replication

• IKS (IBM Cloud Kubernetes Service) 上で
サービス提供

• 3つのMZR (Multi Zone Region) に分散配置

• SLA 99.99%

• シンプルな接続のための
1つのエンドポイント

• クロス・リージョナル の COS (IBM Cloud 
Object Storage) に自動バックアップ

• メンバー間は非同期レプリケーション

• 障害時は自動でフェイルオーバー
（45秒以内に切り替え）

• ストレージには10 IOPS/GBの
Block Storage (Endurance) を利用

• 読み取り専用レプリカによる負荷分散／災害
対策（最大5個を追加可能）

IBM Cloud Databases は1-2週間に一度の頻度で通
知なしでメンテナンスが実施されます。その際、30
秒未満の接続断が発生するため、システム側でのリト
ライ処理などの考慮が必要です。

https://cloud.ibm.com/docs/databases-for-
enterprisedb?topic=databases-for-enterprisedb-high-availability

https://cloud.ibm.com/docs/databases-for-enterprisedb?topic=databases-for-enterprisedb-high-availability
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IBM Cloud のリージョンとゾーン

アベイラビリティ・ゾーン（Availability Zone）とは:

共有する単一障害点を持たない3拠点以上のデータセンター(Zone)構成をアベイラビリティ・ゾーン
（AZ）と言います。

クラウドのデータセンターをAZ化することで、障害に強いクラウドになります。

IBM Cloud は、2018年に東京リージョンを含む6つのリージョンをAZ対応しました。

また、2019年6月に大阪PoP（Point of Presence, 接続拠点）を開設しました。2020年9月には大阪
リージョンも開設しました。

1 2

3
4

5

【ゾーンの特徴】
・物理的にそれぞれ隔離されたデータセンターに構成される。
・データセンター、サーバールーム、PODなどの物理的な境界を隠蔽する。
・独立した電気系統、機器、ネットワーク機器で構成され、他のゾーンとは共有しない。
・各ゾーン間で共有された単一障害点は存在しない。
・ゾーン間は1000Gbps超の広帯域・2msec以内の低遅延のネットワークで接続されている。

ネットワーク

Zone1 Zone2 Zone3

PoP1 PoP2

7

6

PoP：Point of Presence, 接続拠点

東京リージョン：3DC, 3AZ, 2POP
大阪リージョン：1DC, 3AZ, 1POP
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バックアップとリストア／PITR

バックアップ

• 日次で自動バックアップ（手動バックアップも可）

• データはクロスリージョナルの ICOS (IBM Cloud 

Object Storage) に保管

• 保存期間は30日

• バックアップ時にデータは圧縮

• バックアップは削除不可

• バックアップは自動的に暗号化

• Key ProtectによるバックアップデータへのBYOK 

(Bring Your Own Key)適用も可能

リストア

• IBM CloudコンソールまたはCLI経由でリストア

• リストアすると新規インスタンスが作成される

• 直近7日間のPITR（Point-in-Time Recovery）に

対応

• クロスリージョンのリストアも可能
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スケール

• コンソールやCLI、APIからリソースのスケールが可能
メモリ

• スケールアップ/ダウン

• オートスケール対応

ストレージ
• スケールアップのみ

• オートスケール対応

• ディスク容量を少なくしたい場合は

新規インスタンスを作成して対応

CPU
• スケールアップ/ダウンが可能
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セキュリティ

転送中のデータおよび保存されたデータを次の機能によって保護し、エンタープライズレベ
ルのセキュリティ確保を可能にします。

通信の暗号化
• セキュアな通信プロトコルとしてSSL/TLSをサポート

データの暗号化
• データベース全体を暗号化

• バックアップデータの暗号化

• Key Protectによる共通鍵 (LUKS AES-256)

• BYOKをサポート（オプション）

アクセス制御
• IBM Cloud IAMとの統合

• ユーザーID/パスワードによる認証

• API Keyによる認証

他利用者からの分離
• 専用コアへのデプロイメント

• プライベートネットワーク接続（オプション）

• Source IP Filtering、ホワイトリストの設定（オプ
ション）
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BYOK (Bring Your Own Key) 

デフォルトではランダムに生成される鍵を使用してDBとバックアップが暗号化されます。IBM Key 
Protect を用いて独自の鍵でDBとバックアップを暗号化できます。

• 共通暗号鍵

• 256-bit AES keys

https://cloud.ibm.com/docs/databases-for-enterprisedb?topic=cloud-databases-key-protect
https://cloud.ibm.com/docs/key-protect?topic=key-protect-about

• BYOKを適用する場合、DBの
プロビジョン時に指定する必要
があります。

• BYOKをバックアップに適用す
ることができるのはus-south
リージョンとus-eastリージョ
ンに限られます。

Key Protectによって暗号鍵のライフサイクルが管理されます。そのためのロールがIAMで
定義されて、IBM Cloudの各種アプリやサービスに一貫した形で暗号鍵を適用できます。

https://cloud.ibm.com/docs/databases-for-enterprisedb?topic=cloud-databases-key-protect
https://cloud.ibm.com/docs/key-protect?topic=key-protect-about


© 2021 IBM Corporation14

IBM Cloud Identity and Access Management (IAM)

IBM Cloud IAM は認証と認可を行うための仕組みで、IBM Cloud全体で一貫した形でリソー
スへのアクセスを制御するための機能を提供します。

https://cloud.ibm.com/docs/account?topic=account-iamoverview

ユーザー管理 ポリシーによるアクセス制御 アクセス・グループ

サービス間のアクセス権限 APIキー

多要素認証

サービスID

https://cloud.ibm.com/docs/account?topic=account-iamoverview
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IBM Cloud プライベート・ネットワーク

IBM Cloud上のサービスへのアクセス方法としては、以下の方式をIBM Cloudサービス毎に選択できます。

• パブリック・ネットワーク経由

• IBM Cloudプライベート・ネットワーク経由
（プライベート・ネットワークを利用するためデータ転送費用は不要）

• 上記の両方

PUBLIC NETWORK CLOUD NETWORK

お客様アカウント
IBM Cloudサービス

アカウント

IBM Cloud
Service Endpoints

IBM Cloud
サービス

パブリック・ネット
ワーク経由の通信

プライベート・ネッ
トワーク経由の通信

https://cloud.ibm.com/docs/databases-for-enterprisedb?topic=cloud-databases-vpes

https://cloud.ibm.com/docs/databases-for-enterprisedb?topic=cloud-databases-vpes


© 2021 IBM Corporation16

モニタリング (IBM Cloud Monitoring with Sysdig)

IBM Cloud Monitoring with Sysdig サービスを使用して様々なメトリクスを収集・管理することができ
ます。

- リアルタイムのパフォーマンス監視
およびトラブルシューティング

- 動的トポロジーマップにより、
サービス間の依存関係を視覚的に確認

- カスタマイズ可能なダッシュボード

- Kubernetesクラスターを自動検出し様々な
メトリクスを収集

- 異常やダウンタイム、パフォーマンス劣化時の
アラート通知

- ダラス、ワシントンDC、ロンドン、フランクフ
ルト、東京、シドニーで利用可能

https://cloud.ibm.com/docs/databases-for-
enterprisedb?topic=databases-for-enterprisedb-sysdig-
monitoring

https://cloud.ibm.com/docs/databases-for-enterprisedb?topic=databases-for-enterprisedb-sysdig-monitoring
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モニタリング (IBM Cloud Log Analysis with LogDNA)

IBM Cloud 内外のシステムやアプリケーションのログデータの収集・管理ができます。

主な特長：
• リアルタイムログ監視

• 30以上のログソースをサポート

• ログソースの自動解析とインデックス作成

• キーワードベースのログ検索とグラフ作成

• 重要なイベントやエラーのアラート通知
• メール、Slack、Webhookなど

• ICOSへのログアーカイブ

• ログ検索用のデータ保管期間は7，14，30日から選択可能

• GDPR, Privacy Shield, PCI, SOC2 Type 1 に準拠

https://cloud.ibm.com/docs/cloud-
databases?topic=cloud-databases-logging

https://cloud.ibm.com/docs/cloud-databases?topic=cloud-databases-logging
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IBM Cloud Databases for EnterpriseDB の強み

徹底したDBインフラ最適化によるコスト削減、柔軟性、俊敏性を備えた変化に強いデータ基盤

高可用性実装
セキュリティ

インフラ抽象化
コスト削減

DB運用管理
簡易化 & 自動化

シンプルかつ
迅速な配置と移動

柔軟なリソース割当
スケーリング

エンドツーエンド・ワンストップサポート

IBM
Cloud

IBM
Watson

IBM
Security

IBM
Systems

IBM
Research

IBM
Services

IBM

Software
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料金

料金は、デプロイメントに割り振られたディスク・ストレージ、RAM、専用コア、およびバックアップ・
ストレージの合計量によって決まり、時間単位で計算されます。

課金単位 米ドル（月あたり） 日本円（月あたり）

ディスク (GB) $0.58 ￥64.961798

バックアップ (GB) $0.03 ￥3.360093

RAM (TB) $11.5 ￥1,288.03565

仮想プロセッサー・コア $100 ￥11,200.31

課金単位 DBサイズ 米ドル（月あたり） 日本円（月あたり）

ディスク (GB) 20 GB 3 x 20 x $0.58 = $34.8 ¥3,898

バックアップ (GB) 20 GB 3 x 20 x $0.03 = $1.8 ¥202

RAM (GB) 1 GB 3 x 1 x $11.5 = $34.5 ¥3,864

仮想プロセッサー・コア 3コア 3 x 3 x $100 = $900 ¥100,803

料金 $971.1 ¥108,766

料金の計算例（3メンバー、最小構成）

上記料金は2021年3月時点のものです。最新の料金は次の見積もりツールを使ってご確認下さい。
https://cloud.ibm.com/catalog/services/databases-for-enterprisedb

https://cloud.ibm.com/catalog/services/databases-for-enterprisedb
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参考:EDB Postgresを活用したOracle DB移行提案検討

更改検討対象の現行DBシステムに関して各種情報のヒアリングを行います。
ヒアリングを通して移行対象の要件、構成について把握を行い、移行アセスメント、
実機検証、本番提案を進めるべき対象システムかどうか机上検討を行いします。

ヒアリング結果と現行DB資産から、移行ツールを利用した机上によるマイグレーションアセス
メントやワークショップの実施、もしくは実機検証(POC)の実施を通して移行難易度やリスクの
調査を行います。机上・実機での調査により、システム規模のサイジング、本番移行サービス
コストの見積もりの精緻化を行います。

1 ヒアリング

2 移行アセスメントサービス(机上) / 実機移行検証(POC)

3 次期DB基盤 & サービス提案

１、2の情報を踏まえて既存Oracle DBシステムを最適な次期DBシステムに置き換えた場合の
ご提案の実施、既存Oracle DBから次期新DBシステムへの移行に伴うサービスコスト、スケジュ
ールのご提案を行います。

※ 机上の移行アセスメントサービスを無償で実施できます。
ただしアセスメント対象は2スキーマ、300オブジェクトまでとさせていただきます。
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操作方法とデモ
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料金見積もりツール

https://cloud.ibm.com/catalog/services/databases-for-enterprisedb

見積もりを行
う場合、こち
らをクリック

✓ 見積もりを行うとき、IBM 
Cloudからサインアウトした
状態で行って下さい。

✓ IBM Cloudにサインインし
た状態のとき、見積もり時
に誤って作成ボタンを押さ
ないようにご注意ください。

✓ 誤って作成ボタンを押した
場合、プロビジョン終了後
（1～3時間後）に速や
かにサービスを削除して下
さい。

✓ ディスク、バックアップ、
RAM、コア数として入力す
る値は全メンバーの合計
値です。（1メンバー分を
入力すると、過小見積もり
となります）

サービス削除はこち
らのプルダウンから
実行

EDB Postgres カタログページ

EDB Postgres ダッシュボード

https://cloud.ibm.com/catalog/services/databases-for-enterprisedb
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プロビジョン

以下の項目を選択可能

• デプロイするリージョン

• メモリとディスクサイズ
• データベースごとに最小

割り当て量が決まっている

• CPU コア
• 共有または専有を選択
• 専有の場合はメンバーに

何コア割り当てるか選択

• ディスクの暗号鍵
• Key Protectサービスと

組み合わせて利用

• エンドポイント
• パブリック/プライベート

を選択
• プライベートを選択する場合

はCSE (Cloud Service 
Endopoint)を有効化する必
要がある
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ダッシュボード

デプロイしたリソースやクレデンシャルをダッシュボードで確認できます。
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IBM Cloud CLI

デプロイメントの管理にダッシュボードを用いる他、CLI(command line interface)を利用することもで
きます。WebブラウザからIBM Cloud Shellを起動すればCLIの導入作業無しで利用できます。

https://cloud.ibm.com/docs/databases-for-enterprisedb?topic=databases-cli-plugin-cdb-reference#tasks

samplename@cloudshell:~$ ibmcloud cdb deployment-about "Databases 
for EDB-jr"

Field                    Value   
Detail     Id                       crn:v1:bluemix:public:databases-for-
enterprisedb:jp-tok:a/xxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxx::   

Name                     crn:v1:bluemix:public:databases-for-
enterprisedb:jp-tok:a/xxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxx::   

Type                     enterprisedb
Version                  12   
Options                  map[backup_encryption_key_crn: 

disk_encryption_key_crn:]   
Admin                    admin

Resource   Name                     Databases for EDB-jr
ID                       crn:v1:bluemix:public:databases-for-

enterprisedb:jp-tok:a/xxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxx::   
GUID                     307b76d1-c1fb-4c2c-b3b1-7ae9e085c123   
Region ID                jp-tok
Resource Plan ID         databases-for-enterprisedb-standard   
State                    active   
Type                     service_instance
Last Operation Status    succeeded   
Last Operation Message   Provisioning enterprisedb with version 12 (100%)   
Last Operation Updated      

1) 画面右上のIBM Cloud Shellのアイコンをクリック

2) Shellが起動

3) コマンド実行例（デプロイの詳細を表示）

https://cloud.ibm.com/docs/databases-for-enterprisedb?topic=databases-cli-plugin-cdb-reference#tasks


© 2021 IBM Corporation26

クライアント接続 (pgAdmin4)

PostgreSQLの管理ツールpgAdmin4を使ってデータベースに接続するために準備を行います。
✓ IBM Cloudダッシュボードでadminのパスワードを設定（初めてadminで接続する場合のみ）

✓ pgAdmin4をpgadmin.orgから取得してクライアント環境に導入

✓ IBM Cloudダッシュボードでホスト名、ポート番号、SSLモードを確認し、ルート証明書をダウンロード

ホスト名

ポート番号

右図に続く

SSLモード

ルート証明書

IBM Cloudダッシュボード（部分） IBM Cloudダッシュボード（左図の続き）

https://cloud.ibm.com/docs/databases-for-enterprisedb?topic=databases-for-enterprisedb-getting-started

https://cloud.ibm.com/docs/databases-for-enterprisedb?topic=databases-for-enterprisedb-getting-started
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クライアント接続 (pgAdmin4)

IBM Cloudダッシュボードで確認した情報をpgAdmin4に設定して接続します。

pgAdmin4でのサーバー登録ポップアップ
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クライアント接続 (psql)

PostgreSQLのCLI(command line interface)であるpsqlを使ってデータベースに接続します。次の2点を
準備してpsqlを起動します。

✓ postgresql.orgからPostgreSQLのパッケージを取得し、クライアント環境に導入

✓ IBM Cloudダッシュボードでホスト名とポート番号を確認

Server [localhost]: 307b76d1-c1fb-4c2c-b3b1-
xxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxx.databases.appdomain.cloud
Database [edb]: ibmclouddb
Port [5444]: 31027
Username [enterprisedb]: admin
Client Encoding [SJIS]:
Password for user admin:
edb-psql (12.1.2, server 12.5.6)
SSL connection (protocol: TLSv1.2, cipher: ECDHE-RSA-AES256-GCM-SHA384, bits: 256, compression: off)
Type "help" for help.

ibmclouddb=> ¥l
List of databases

Name    |        Owner        | Encoding |  Collate   |   Ctype | ICU | Access privileges
------------+---------------------+----------+------------+------------+-----+-------------------
edb | ibm | UTF8     | en_US.utf8 | en_US.utf8 |     | =Tc/ibm +

|                     |          |            |            |     | ibm=CTc/ibm +
|                     |          |            |            |     | emp_admin=CTc/ibm

ibmclouddb | ibm-cloud-base-user | UTF8     | en_US.utf8 | en_US.utf8 |     |
postgres | ibm | UTF8     | en_US.utf8 | en_US.utf8 |     |
template0  | ibm | UTF8     | en_US.utf8 | en_US.utf8 |     | =c/ibm +

|                     |          |            |            |     | ibm=CTc/ibm
template1  | ibm | UTF8     | en_US.utf8 | en_US.utf8 |     | =c/ibm +

|                     |          |            |            |     | ibm=CTc/ibm
(5 rows)

https://cloud.ibm.com/docs/databases-for-enterprisedb?topic=databases-for-enterprisedb-connecting-psql

https://cloud.ibm.com/docs/databases-for-enterprisedb?topic=databases-for-enterprisedb-connecting-psql
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EDB Migration Portal (EMT) からの移行

IBM Cloudダッシュボードでホスト名とポート番号を確認してEMTに設定し、スキーマを移行することが
できます。またデータ移行も可能です。

https://cloud.ibm.com/docs/databases-for-enterprisedb?topic=databases-for-enterprisedb-oracle-migrating

https://cloud.ibm.com/docs/databases-for-enterprisedb?topic=databases-for-enterprisedb-oracle-migrating
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注意事項
ワークショップ、セッション、および資料は、IBMまたはセッション発表者によって準備され、それぞれ独自の見解を反映したものです。それらは情
報提供の目的のみで提供されており、いかなる参加者に対しても法律的またはその他の指導や助言を意図したものではなく、またそのような結果を生
むものでもありません。本講演資料に含まれている情報については、完全性と正確性を期するよう努力しましたが、「現状のまま」提供され、明示ま
たは暗示にかかわらずいかなる保証も伴わないものとします。本講演資料またはその他の資料の使用によって、あるいはその他の関連によって、いか
なる損害が生じた場合も、IBMは責任を負わないものとします。 本講演資料に含まれている内容は、IBMまたはそのサプライヤーやライセンス交付者
からいかなる保証または表明を引きだすことを意図したものでも、IBMソフトウェアの使用を規定する適用ライセンス契約の条項を変更することを意
図したものでもなく、またそのような結果を生むものでもありません。

本講演資料でIBM製品、プログラム、またはサービスに言及していても、IBMが営業活動を行っているすべての国でそれらが使用可能であることを暗示
するものではありません。本講演資料で言及している製品リリース日付や製品機能は、市場機会またはその他の要因に基づいてIBM独自の決定権を
もっていつでも変更できるものとし、いかなる方法においても将来の製品または機能が使用可能になると確約することを意図したものではありません。
本講演資料に含まれている内容は、参加者が開始する活動によって特定の販売、売上高の向上、またはその他の結果が生じると述べる、または暗示す
ることを意図したものでも、またそのような結果を生むものでもありません。 パフォーマンスは、管理された環境において標準的なIBMベンチマーク
を使用した測定と予測に基づいています。ユーザーが経験する実際のスループットやパフォーマンスは、ユーザーのジョブ・ストリームにおけるマル
チプログラミングの量、入出力構成、ストレージ構成、および処理されるワークロードなどの考慮事項を含む、数多くの要因に応じて変化します。し
たがって、個々のユーザーがここで述べられているものと同様の結果を得られると確約するものではありません。

記述されているすべてのお客様事例は、それらのお客様がどのようにIBM製品を使用したか、またそれらのお客様が達成した結果の実例として示され
たものです。実際の環境コストおよびパフォーマンス特性は、お客様ごとに異なる場合があります。

IBM, IBMロゴ、ibm.comは世界の多くの国で登録されたInternational Business Machines Corporationの商標です。他の製品名およびサービス名等
は、それぞれIBMまたは各社の商標である場合があります。現時点での IBMの商標リストについては、www.ibm.com/legal/copytrade.shtml をご覧
ください。

EDB, EnterpriseDB, Postgres Plus, GridSQL, DynaTuneとそれぞれのロゴはEnterpriseDB Corporationの米国およびその他の国における商標です。

Postgres, PostgreSQLおよびSlonik LogoはPostgreSQL Community Association of Canadaの商標または登録商標です。

Red HatおよびOpenShiftはRed Hat, Inc.の米国およびその他の国における商標です。

OracleとJava, およびすべてのJava関連の商標およびロゴはOracleやその関連会社の米国およびその他の国における商標または登録商標です。

Microsoft, WindowsおよびWindowsロゴは Microsoft Corporationの米国およびその他の国における商標です。




